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保
護
者
が
病
気
な
ど
に

な
っ
た
と
き
は
　
　
　

　
　
　
〜
一
時
保
育
〜

　
保
育
所
の
入
所
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
保
護
者
の
子
ど
も
や
保
護
者

が
急
に
病
気
に
な
っ
た
り
け
が
を
し

た
た
め
に
、
一
時
的
に
保
育
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
、
市
で
は
一
時

的
に
子
ど
も
を
預
か
る
一
時
保
育
事

業
を
、
清
水
口
保
育
園
と
南
山
保
育

園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
時
保
育
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
非
定
型
的
保
育
（
月
14
日
以
内
）

週
2
・
3
日
就
労
し
て
い
る
場
合
や

資
格
取
得
の
た
め
学
校
に
通
っ
て
い

る
な
ど
の
場
合

●
緊
急
保
育
（
月
14
日
以
内
）
急
な

病
気
の
た
め
の
通
院
、
家
族
の
入
院

や
介
護
、
出
産
な
ど
の
場
合

●
私
的
保
育
（
月
5
日
以
内
）
私
的

用
事
が
あ
る
、
育
児
疲
れ
な
ど
の
場

合対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
在

住
の
親
族
が
一
時
的
に
保
育
し
て
い

る
生
後
6
カ
月
か
ら
就
学
前
の
健
康

な
乳
幼
児

　
市
で
は
、
子
ど
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
「
し
ろ
い
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
子

育
て
支
援
事
業
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
や
子
育
て
中
の
親
子
の
仲
間
づ
く
り
へ
の
支
援
、
相
談
体
制

の
充
実
な
ど
を
通
し
て
市
内
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
を
目
指
し
て

一時保育で元気に遊ぶ子どもたち（南山保育園）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
子
育
て
親
子
の
交
流
の

場
を
提
供
し
た
り
子
育
て
の
情
報
提

供
・
子
育
て
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
清
水
口
保
育
園
、

南
山
保
育
園
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内

在
住
の
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

遊
べ
る
と
こ
ろ
で
す
。
利
用
は
年
間

登
録
制
で
、
初
回
の
み
登
録
用
紙
へ

の
必
要
事
項
の
記
入
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

□
主
な
開
催
事
業
□

◆
セ
ン
タ
ー
室
な
ど
の
開
放

　

　
平
日
お
よ
び
土
曜
日
は
セ
ン
タ
ー

室
を
開
放
し
て
お
り
、
利
用
時
間
内

に
自
由
に
遊
べ
ま
す
。
ま
た
木
曜
日

の
午
前
中
に
園
庭
開
放
を
行
う
日
も

あ
り
ま
す
。

開
放
時
間
　
平
日
　
午
前
9
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

土
曜
日
　
午
前
9
時
〜
正
午

※
開
放
を
行
わ
な
い
場
合
が
あ
る
の

で
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
公
園
訪
問
・
5
園
子
育
て
支
援
合

同
企
画
「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」

　
市
内
の
公
園
や
各
セ
ン
タ
ー
へ
保

育
士
が
出
向
い
て
、
紙
芝
居
や
触
れ

合
い
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
開
催
日
時
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
す
る
か
直
接
問
い
合
わ

　
市
で
は
、
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど

に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
が
、
病
気
の

回
復
期
の
た
め
に
保
育
園
な
ど
に
通

園
が
で
き
な
い
場
合
で
、
保
護
者
の

就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
家
庭
で
保

育
が
で
き
な
い
場
合
に
、
一
時
的
に

子
ど
も
を
預
か
る
病
後
児
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

保
育
日
時
　
平
日
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
6
時
、　
土
曜
日
　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
1
時

※
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
を

除
き
ま
す
。

保
育
場
所
　
鎌
ケ
谷
総
合
病
院
8
階

病
後
児
保
育
室
（
鎌
ケ
谷
市
初
富

9
2
9
―
6
）

対
象
　
次
の
全
て
を
満
た
す
子
　
1

日
4
人

●
病
気
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育

が
困
難
な
子

●
保
護
者
の
勤
務
な
ど
に
よ
り
家
庭

で
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
生

後
3
カ
月
か
ら
小
学
3
年
生
ま
で
の

子●
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て

い
る
子

保
育
料

　
1
時
間
3
0
0
円

※
最
少
利
用
時
間
は
4
時
間
で
す
。

ま
た
病
後
児
保
育
で
は
昼
食
は
出
な

い
た
め
、
持
参
す
る
か
有
料
で
昼
食

を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
　
利
用
す
る
に
は
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。
利
用
登
録
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
で
鎌
ケ
谷
総
合
病

院
へ
提
出
し
、
利
用
の
際
は
利
用
希

望
日
前
日
の
午
後
3
時
ま
で
に
利
用

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
で

鎌
ケ
谷
総
合
病
院
1
階
☎
0
4
7

（
4
9
8
）
8
1
1
1
小
児
科
へ

※
利
用
登
録
申
込
書
お
よ
び
利
用
申

込
書
は
鎌
ケ
谷
総
合
病
院
病
後
児
保

育
室
、
市
内
各
保
育
園
、
市
児
童
家

庭
課
に
あ
り
ま
す
。

　
利
用
当
日
は
健
康
保
険
証
、
病
後

児
保
育
事
業
家
庭
連
絡
票
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
児
童
家
庭
課
保
育
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
8

病
気
の
回
復
が
長
引
い
て
し
ま
い

子
ど
も
の
看
護
が
難
し
い
場
合
は

　
　
　
　
　     

〜
病
後
児
保
育
〜

私
立
保
育
園
で
「
子
育
て

ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
す

保育料

年齢 利用料金
（1時間当たり） 給食費

0歳 500円

300円1 ～ 2歳 400円

3歳～就学前 300円

せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
子
育
て
講
演
会
・
離
乳
食
試
食
会

　
講
師
を
招
い
て
講
演
会
を
行
っ
た

り
、
保
育
園
で
調
理
し
た
離
乳
食
を

親
子
で
食
べ
た
り
、
栄
養
士
に
相
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
事
前
の
予
約
や
試
食
費
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
育
成
・
支
援

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
部
屋
や
ホ
ー
ル

な
ど
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
日
　
毎
週
木
曜
日
　
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
事
前
に
電
話
か
受
け
付
け
で
の
予

約
が
必
要
で
す
。

◆
子
育
て
相
談

　
電
話
相
談
に
よ
る
相
談
や
面
接
相

談
（
要
予
約
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
保
健
師
・
歯
科
衛
生

士
・
家
庭
児
童
相
談
員
・
主
任
児
童

委
員
な
ど
が
訪
問
し
て
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

◆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
お
も
ち
ゃ

の
提
供
な
ど

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
定

期
的
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

や
園
行
事
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
時
間
　
平
日
・
土
曜
日
　
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
　
　

※
平
成
25
年
4
月
か
ら
、
土
曜
日
の

実
施
が
清
水
口
保
育
園
の
み
と
な
り
、

時
間
は
平
日
同
様
に
午
後
4
時
30
分

ま
で
に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
利

用
す
る
人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
園
の

行
事
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

保
育
料

　
右
表
の
と
お
り

予
約
受
付
時
間

　
平
日

　
午
前
9
時

〜
午
後
4
時

※
初
め
て
利
用
す
る
人
は
事
前
に
面

接
が
あ
る
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
急
病
な
ど
緊
急
の
場
合
は
、
事
前

に
電
話
な
ど
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
清
水
口
保
育
園
　「
キ
ッ
ズ
」

☎
（
4
9
1
）
8
0
8
2
、
南

山
保
育
園
「
く
れ
よ
ん
」
☎
（
4
9

1
）
1
4
1
3

※
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ

て
、
行
事
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
す
る
か

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
清
水
口
保
育
園
「
ス
マ
イ
ル
」

☎
（
4
9
1
）
8
2
0
1
、　
南
山

保
育
園
「
ふ
れ
ん
ど
」
☎
（
4
9
1
）

1
1
3
1

　
市
内
私
立
保
育
園
で
は
、
地
域
の

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
に
「
子
育

て
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
親
子
が
集
ま
っ
て
子
育

て
の
情
報
提
供
や
悩
み
な
ど
を
相
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開

催
日
な
ど
に
つ
い
て
は
各
園
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
は
な
ぶ
さ
保
育
園
「
ド
リ
ー
ム

☆
ポ
ケ
ッ
ト
」
☎
（
4
9
7
）
7
8

7
0
、
白
井
ふ
じ
保
育
園
　「
い
づ

み
」
☎
（
4
0
2
）
2
5
0
0
、
こ

ざ
く
ら
保
育
園
「
こ
ざ
く
ら
キ
ッ

ズ
」
☎
（
4
0
1
）
1
1
8
1

白井ふじ保育園での「子育てひろば」
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

〜
響
き
あ
い 

み
の
り
あ
る
協
働
の
ま
ち 

し
ろ
い
〜

市
民
参
加
で
策
定
し
ま
し
た

市
が
目
指
す
市
民
参

加
・
協
働
の
姿
を
体
現

　
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
の

市
民
参
加
・
協
働
の
現
状
と
課
題
を

踏
ま
え
て
「
市
民
参
加
」
「
市
民
自

治
」
「
市
民
協
働
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
つ
い
て
目
指
す
姿
を
定
め
、

市
民
と
市
が
意
見
交
換
や
対
話
を
重

ね
る
こ
と
で
「
市
民
と
市
の
互
い
が

響
き
合
う
市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

〈
市
民
参
加
〉

　
市
民
や
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者

な
ど
の
多
様
な
市
民
が
市
の
計
画
策

定
や
事
業
の
実
施
、
評
価
に
参
加
し

て
市
と
と
も
に
ま
ち
を
作
り
上
げ
て

い
く
た
め
の
「
市
民
参
加
」
を
目
指

し
ま
す
。

〈
市
民
自
治
〉

　
自
治
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

自
主
防
災
組
織
や
市
民
活
動
団
体
、

事
業
者
な
ど
の
地
域
の
団
体
が
一
体

と
な
り
、
地
域
で
連
携
・
協
力
す
る

こ
と
で
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
「
市
民
自
治
」
を
目
指
し
ま
す
。

〈
市
民
協
働
〉

　
市
民
や
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者

や
市
が
情
報
と
目
的
を
共
有
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て

信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
「
市
民
協

働
」
を
目
指
し
ま
す
。

◆
計
画
期
間

　
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
と
し
ま

す
。
た
だ
し
長
期
に
わ
た
っ
て
検
討
・

実
施
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

次
の
総
合
計
画
の
策
定
に
併
せ
て
検

討
し
ま
す
。

市
民
参
加
で
策
定

　
プ
ラ
ン
は
市
民
参
加
の
方
法
を
積

極
的
に
採
用
し
、
市
民
と
と
も
に
策

定
し
ま
し
た
。
ま
た
市
民
・
市
民
活

動
団
体
・
事
業
者
・
学
識
経
験
者
の

委
員
12
人
か
ら
な
る
策
定
会
議
の
委

員
と
、
職
員
か
ら
な
る
庁
内
策
定
部

会
で
合
同
会
議
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
、
公
開

の
場
で
課
題
や
推
進
施
策
な
ど
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
の
推
進
体
制
と

評
価

　
プ
ラ
ン
で
は
後
期
基
本
計
画
の
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
を
市
民
参
加
・
協
働

の
視
点
に
よ
っ
て
効
果
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
新
た
に
下
表
の

事
業
を
「
市
民
参
加
・
協
働
を
推
進

す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
体
系
」
と

し
て
定
め
、
さ
ら
な
る
市
民
参
加
・

協
働
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
や
そ
の
成
果

は
市
民
と
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

で
評
価
し
、
合
同
で
会
議
を
開
催
し

て
議
論
し
ま
す
。
結
果
は
市
長
を
本

部
長
と
し
て
設
置
を
予
定
し
て
い
る

「  （
仮
称
）
白
井
市
市
民
協
働
推
進

本
部
」
に
提
言
し
、
推
進
本
部
は
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
た
上
で
市
民

に
公
表
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
結
果

　
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
り
、
そ
の

素
案
に
つ
い
て
市
民
か
ら
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
結
果
、
6

人
か
ら
30
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
意
見
は
内
容
を
精
査
し
、
計

画
に
反
映
し
ま
し
た
。

　
意
見
の
取
り
扱
い
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
修
正
　
4
件
　

●
既
掲
載
　
3
件

●
参
考

　
14
件

●
そ
の
ほ
か

　
9
件

計
画
資
料
の
閲
覧

　
プ
ラ
ン
や
そ
の
策
定
に
当
た
っ
て

開
催
し
た
策
定
会
議
・
庁
内
策
定
部

会
・
合
同
会
議
・
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
・
意
見
交
換
会
の
報
告
書
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
1
階
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
2

　
市
で
は
、
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
「
市
民
参
加
・
協
働
」
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。「
市

民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
は
、
更
な
る
市
民
参
加
・
協
働
の
道
し
る
べ
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

市民参加・協働を推進するための新たな事業体系
政策 事業 スケジュール

多様な市民とともにつくる
「市民参加」

情報の活用と提供の充実

（1）情報通信技術（ICT）を活用した情報提供の充実

平成25年度から実施
（2）市の情報発信場所の拡充

（3）市の内部会議の検討結果の情報公開

（4）市民のニーズ把握と分析の充実

市民参加・協働の機会の拡充
と環境の整備

（1）審議会・各種委員会への市民公募委員の確保 平成28年度から実施

（2）参加しやすい市民参加の手法の採用 平成26年度から実施

市の行政活動を知る・学ぶ

（1）なるほど行政講座の充実 平成27年度から実施

（2）テーマ別市民推進員の養成

平成25年度から実施（3）事業説明・発表会の開催

みんなで地域をつくる
「市民自治」

コミュニティ意識の向上

（1）地域の魅力発見と地域を知る機会の強化

（2）子ども世代の地域との関わり強化
平成27年度から実施

（3）市のPRの推進

（4）美しい景観形成の推進
平成28年度以降に実施

地域活動に参加しやすい環境
づくり

（1）団塊シニア世代の活動支援のしくみづくり

（2）自治会・公益的市民活動団体の支援と加入促進 平成25年度から実施

（3）市民活動推進センターの機能・規模拡充の検討
平成25年度から検討

（4）市民活動団体認証制度の研究

（5）市民活動保険制度の創設 平成27年度から実施

地域のリーダーになる市民を
養成

（1）地域コミュニティリーダーの養成
平成25年度から実施

（2）市民活動コーディネーターの養成

地域の課題解決のための地域
のしくみと環境づくり

（1）小学校区を基礎としたまちづくり組織の設立 平成28年度以降に実施

（2）地域コミュニティ活動支援のための財源確保策の検討
平成28年度以降に検討

（3）企業の社会貢献活動支援策の検討

（4）空き店舗などの民間施設の有効活用 平成27年度から実施

共有と信頼で築く
「市民協働」

協働のしくみづくり

（1）協働のルールづくり 平成24年度から実施

（2）市民との協働の外部評価の実施
平成27年度から実施

（3）協働推進体制の構築と市民協働に対応した庁内組織の改編

協働のモデルづくり

（1）協働モデル事業の実施と発信 平成26年度から実施

（2）協働事業提案制度の拡充 平成27年度から実施

（3）民間活用による協働事業の検討 平成25年度から検討

職員の意識改革・能力形成と
職場環境づくり

（1）コーディネート型職員の育成 平成25年度から実施

（2）NPO・ボランティア活動の理解と参加の推進
平成27年度から実施

（3）地域コミュニティ活動実績の把握と活用

「総合防災ハザードマップ」の作成に向けた意見交換会での様子
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し
て
分
別
す
る

●
地
域
の
資
源
回
収
や
お
店
な
ど
の

資
源
回
収
に
協
力
す
る

●
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
製
品
を
買
う

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
5

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行

委
員
会
委
員
を
募
集
し

ま
す

　
白
井
市
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員

会
で
は
、
10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
に

行
わ
れ
る
「
白
井
市
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
の
実
行
委
員
会
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
企
画
か
ら
運

営
ま
で
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

任
期
　
平
成
25
年
4
月
1
日
〜
平
成

27
年
3
月
31
日
（
2
年
間
）

※
活
動
日
数
は
年
10
日
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
　
4
人

申
・
問

　
応
募
用
紙
（
市
商
工
会
・

市
商
工
振
興
課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
で
「
ふ
る
さ
と
白
井
に
つ

い
て
」
か
「
ま
つ
り
と
白
井
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
4
0
0
字
詰

め
原
稿
用
紙
2
枚
以
内
に
ま
と
め
た

作
文
を
添
え
て
、
3
月
29
日
㈮
ま
で

に
郵
送
で
〒
2
7
0
―
1
4
2
2

　

白
井
市
復
1
4
5
8

　
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
市
商
工
会
内
）

☎
（
4
9
2
）
0
7
2
1
へ

※
直
接
持
参
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

Q
　
4
日
前
に
突
然
業
者
が
「
戸
建

て
住
宅
に
設
置
す
る
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ

な
い
か
」
と
訪
問
し
て
き
た
。
興
味

が
あ
っ
た
の
で
話
を
聞
く
と
「
通
常

価
格
か
ら
70
万
円
値
引
き
す
る
。
モ

ニ
タ
ー
に
な
れ
る
枠
は
あ
と
1
件
し

か
な
い
」
と
言
う
の
で
、
2
8
0
万

円
で
契
約
し
た
。
し
か
し
よ
く
考
え

る
と
高
額
だ
し
、
必
需
品
で
は
な
い

の
で
解
約
し
た
い
。。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
40
代
・
男
性
）

A
　
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

な
ど
か
ら
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

に
関
心
を
持
つ
人
は
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く

は
訪
問
販
売
に
よ
る
も
の
で
、
訪
問

販
売
で
は
十
分
に
検
討
す
る
時
間
も

な
い
ま
ま
契
約
を
急
が
さ
れ
た
り
、

長
時
間
に
わ
た
っ
て
強
引
な
勧
誘
を

受
け
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
事
例
の
よ
う
に
「
お
得
な
モ
ニ
タ

ー
価
格
」
と
し
て
割
安
感
を
強
調
さ

れ
る
と
つ
い
契
約
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
事
業
者
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
を
う
の
み
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

中
に
は
「
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
と

言
わ
れ
た
の
に
、
補
助
金
の
要
件
か

訪

問

販

売

で

契

約

し

た

太

陽

光

発

電

シ

ス

テ

ム

ら
外
れ
て
い
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
補
助
金
を
希
望
す
る
場

合
は
事
業
者
任
せ
に
せ
ず
、
自
分
で

も
情
報
の
収
集
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
「
売
電
収
入
で
分
割
払
い

の
支
払
い
が
で
き
る
と
言
わ
れ
た
が
、

説
明
さ
れ
た
ほ
ど
の
収
入
に
な
ら
な

い
」
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い

ま
す
。
太
陽
光
発
電
で
発
生
し
た
余

分
な
電
気
を
売
却
し
て
利
益
を
得
る

売
電
収
入
は
気
象
条
件
や
設
置
条
件
、

家
庭
で
の
電
気
の
使
用
状
況
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
業
者
の
「
売

電
収
入
を
保
証
す
る
」
か
の
よ
う
な

説
明
に
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
高
い

買
い
物
で
す
。
契
約
す
る
際
に
は
、

い
く
つ
か
の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
と
り
、
じ
っ
く
り
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
契

約
す
る
の
は
見
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
訪
問
販
売
の
場
合
、
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
て
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ

ば
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
が
で
き

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方

が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
164

外出先で災害に遭ったら
～むやみに移動を開始せず、落ち着いた行動を～
　職場、学校、外出先など自宅から離れた場所にいるときに大規模
な災害が発生すると公共交通機関が運行を停止し、帰宅が困難にな
ることが予想されます。
　また災害発生時に多くの人が一斉に徒歩で帰宅を始めると、災害
時に優先されるべき救助・救急活動の妨げとなるばかりでなく、火
災や沿道の建物からの落下物などで負傷する恐れがあるため、大変
危険です。
◆災害発生時には「むやみに移動を開始しない」
●まずは自分の身の安全を確保しましょう
●職場や集客施設などの安全な場所にとどまりましょう
●災害用伝言サービスで家族の安否や自宅の無事を確かめましょう
●交通情報や被害情報などを入手しましょう
◆日ごろから準備しておきたいこと
●携帯ラジオや地図を持ち歩きましょう
●職場などに歩きやすいスニーカーや懐中電灯、手袋、飲料水や食
料などを用意しましょう
●事前に家族などと安否確認の方法や集合場所を話し合っておきま
しょう
●徒歩やバスで帰宅経路の状況を確認しておきましょう
●帰宅経路にあるコンビニエンスストアやガソリンスタンドなどを
確認しておきましょう

消
防
表
彰

◆
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
式

消
防
表
彰

　
3
月
6
日
に
東
京
都
港
区
の
日
本

消
防
会
館
で
消
防
功
労
者
消
防
庁
長

官
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
永
年
の
消

防
活
動
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、

市
消
防
団
本
部
分
団
長
の
笠
川
淳
一

さ
ん
が
消
防
表
彰
（
消
防
庁
長
官
表

彰
　
永
年
勤
続
功
労
章
）
を
受
け
ま

し
た
。

◆
千
葉
県
消
防
大
会
消
防
表
彰

　
2
月
27
日
に
千
葉
市
中
央
区
の
千

葉
県
立
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ

ー
ル
で
千
葉
県
消
防
大
会
が
開
催
さ

れ
、
永
年
の
消
防
活
動
に
対
す
る
功

績
が
認
め
ら
れ
、
市
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
が
消
防
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

〈
功
績
章
〉

山
本
重
夫
（
本
部
分
団
長
）　

〈
精
績
章
〉

藤
咲
克
己
（
第
三
分
団
折
立
部
部
長
）

鈴
木
伸
幸
（
第
二
分
団
冨
士
部
部
長
）

山
﨑
博
（
第
三
分
団
河
原
子
部
団
員
）

大
塚
浩
（
第
三
分
団
河
原
子
部
団
員
）

【
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉

松
丸
健
一
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

松
丸
正
弘
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

藪
﨑
孝
（
第
三
分
団
河
原
子
部
団
員
）

〈
感
謝
状
（
内
助
功
労
）〉

松
丸
葉
子

松
丸
紀
代
美

藪
﨑
清
子

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班

　
内

線
3
3
2
3
・
6

井
戸
水
の
水
質
検
査

　
市
で
は
毎
月
2
回
、
井
戸
水
の
水

質
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
検

査
は
、
民
間
の
検
査
機
関
が
行
い
ま

す
。
検
査
を
受
け
る
場
合
は
専
用
の

容
器
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

事
前
に
環
境
課
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

受
け
付
け
日
時
　
4
月
2
日
・
16
日
、

5
月
7
日
・
21
日
、
6
月
4
日
・
18

日
、
7
月
2
日
・
16
日
、
8
月
6
日
・

20
日
、
9
月
3
日
・
17
日
（
各
火
曜

日
）　  

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

受
け
付
け
場
所
　
環
境
課

検
査
内
容
　
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、

硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、

塩
化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
、
pペー
ハ
ーH
値
、

味
、
臭
気
、
色
度
、
濁
度

検
査
料
金
　
3
、
5
7
0
円

問
　
環
境
課
指
導
対
策
班
　
内
線
3

2
7
2
・
3

ご
み
の
野
外
焼
却
・
不

法
投
棄
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出

た
ご
み
は
、
そ
の
種
類
に
か
か
わ
ら

ず
野
外
で
の
焼
却
と
不
法
に
投
棄
す

る
こ
と
が
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
違
反
す
る
と
5
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
1
、
0
0
0
万
円
以
下

の
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の
両
方
に
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　
ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
一
般

家
庭
で
あ
れ
ば
分
別
を
し
て
ご
み
集

積
所
へ
出
し
、
事
業
所
で
あ
れ
ば
許

可
業
者
へ
委
託
す
る
な
ど
、
適
正
な

処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
野
外
焼
却
に
関
す
る
こ
と
　
環

境
課
指
導
対
策
班
　
内
線
3
2
7
2
・

3
　
不
法
投
棄
に
関
す
る
こ
と
　
環

境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班
　
内

線
3
2
7
4

「
3
R
」
で
ご
み
を
減

ら
そ
う
!

　 

「
大
量
に
生
産
し
、
そ
れ
を
大
量

に
消
費
し
て
大
量
に
廃
棄
す
る
」
現

在
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
、
た
く
さ
ん

の
廃
棄
物
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
そ
ん
な
「
使
い
捨
て
社

会
」
か
ら
「
循
環
型
社
会
」
へ
社
会

を
移
行
さ
せ
る
た
め
、
資
源
循
環
型

社
会
を
形
成
す
る
上
で
重
要
と
な
る

「
3
R
」
に
関
す
る
周
知
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
「
3
R
」
に
関
し
て
理

解
を
深
め
な
が
ら
、
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
R
e
d
u
c
e
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

ご
み
を
減
ら
そ
う
）

●
余
計
な
も
の
は
買
わ
な
い

●
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で
レ

ジ
袋
を
減
ら
す

●
簡
易
包
装
商
品
を
選
ぶ

●
食
材
は
食
べ
切
れ
る
分
だ
け
買
う

◆
R
e
u
s
e
（
リ
ユ
ー
ス
・
繰
り

返
し
使
お
う
）

●
繰
り
返
し
使
え
る
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル

容
器
を
選
ぶ
よ
う
に
す
る

●
不
用
品
に
な
っ
た
服
は
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

に
出
し
た
り
す
る

●
家
電
製
品
な
ど
修
理
し
て
使
え
る

も
の
は
修
理
し
て
使
う

◆
R
e
c
y
c
l
e
（
リ
サ
イ
ク
ル
・

資
源
と
し
て
再
び
利
用
し
よ
う
）

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
食
品
ト
レ
イ
の

容
器
な
ど
、
ご
み
と
資
源
物
を
し
っ

か
り
分
別
す
る

●
菓
子
の
紙
製
の
箱
な
ど
は
燃
や
す

ご
み
に
は
入
れ
ず
、
資
源
物
紙
類
と

災害で「徒歩帰宅」をする際は
コンビニやガソリンスタンドの活用を

　千葉県や九都県市では、コンビニエンススト
アやガソリンスタンドなどと「徒歩帰宅支援協
定」を締結しています。災害の際に徒歩で帰宅
する場合は、水道水・トイレ・交通情報などが
可能な範囲で提供されるので、活用しましょう。

昨年の様子

表彰状を手にする笠川分団長

■問　市民安全課消防防災班　内線3326
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　

生
活
習
慣
（
健
康
習

慣
）
の
重
要
性

　
明
る
く
元
気
な
「
朗
人
」
に
な

る
た
め
に
は
、
体
が
病
ん
で
い
て

も
心
は
元
気
な
状
態
で
あ
る
「
健

康
」
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 

「
朗
人
」
で
あ
る
た
め
に
は

普
段
か
ら
健
康
を
意
識
し
な
が
ら

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
健
康
習
慣

を
守
り
な
が
ら
脳
・
口
・
足
を
鍛

え
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
夢
や
目

標
を
持
ち
な
が
ら
「
健
康
で
（
身

体
の
健
康
）  

」  

「
明
る
く
（
家
庭

の
健
康
）  

」  

「
楽
し
く
（
生
活
経

済
の
健
康
）  

」   

「
心
豊
か
に
（
精

神
の
健
康
）  

」
の
4
つ
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
保
ち
、
元
気
に
生
活
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
健
康
の
三
識

　
心
を
健
康
に
保
つ
た
め
に
は
、

次
の
3
つ
の
「
識
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
1
つ
目
は
、
健
康
で
あ

ろ
う
と
い
う
「
意
識
」
で
す
。
何

の
た
め
に
健
康
を
目
指
す
の
か
と

い
う
明
確
な
人
生
の
目
標
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。
2

つ
目
は
「
知
識
」
の
情
報
で
す
。

健
康
は
無
知
で
は
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
自
分
の
体
の
状
態

や
持
病
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
そ
の
病
気
が
ど
ん
な
も
の
な
の

か
、
ど
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で

人
生
を
過
ご
す
べ
き
な
の
か
、
ど

ん
な
予
防
や
医
薬
が
有
効
か
、
知

れ
ば
知
る
ほ
ど
知
識
は
健
康
の
手

助
け
と
な
り
ま
す
。
3
つ
目
は

「
見
識
」
で
す
。
医
療
の
分
野
に

関
し
て
す
べ
て
が
「
医
者
ま
か
せ

が
良
い
」
と
言
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
医
者
の
言
う
事

に
あ
る
程
度
の
関
心
は
持
っ
て
も
、

決
し
て
言
い
な
り
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
一
定
の
見
識
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
病
院
で
処
方
さ
れ
る
薬
に

つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

気
概
も
必
要
に
な
り
、
普
段
か
ら

健
康
に
有
益
な
習
慣
を
実
践
す
る

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

◆
七
つ
の
生
活
習
慣

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ブ
レ

ス
ロ
ー
教
授
は
、
健
康
に
な
る
た

め
に
は
7
つ
の
生
活
習
慣
を
実
施

し
て
い
る
人
ほ
ど
疾
病
が
少
な
く
、

寿
命
が
長
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
7
つ
と
は

「
適
正
な
睡
眠
時
間
を
と
る
」

「
喫
煙
は
し
な
い
」  

「
適
正
体
重

を
維
持
す
る
」  

「
飲
酒
は
適
量
を

守
る
」   

「
朝
食
は
毎
日
食
べ
る
」

  「
定
期
的
に
運
動
を
す
る
」   「
間

食
を
し
な
い
」
で
す
。

◆
連
載
の
最
後
に

　
こ
の
連
載
は
今
回
が
最
終
回
で

す
。
皆
さ
ん
も
普
段
か
ら
こ
れ
ら

の
生
活
習
慣
を
意
識
し
な
が
ら
実

践
し
、
明
る
く
元
気
な
「
朗
人
」

と
し
て
生
き
生
き
と
生
活
さ
れ
る

よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。
連
載
の
詳

細
に
つ
い
て
は
N
P
O
法
人
全
日

本
健
康
倶
楽
部
／
白
井
・
健
康

「
元
気
村
」
の
蓮
井
日
源
代
表

（
☎
0
8
0
（
1
3
6
0
）
9
8

8
1
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

元
気
な
「
朗
人
」
に
な
る
た
め

に
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
5

4
月
か
ら
難
病
の
人
も

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
対
象
に
な
り
ま
す

　
国
が
平
成
25
年
4
月
に
施
行
す
る

障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、
障
害
者

の
範
囲
に
難
病
な
ど
の
人
が
加
え
ら

れ
、
対
象
者
は
身
体
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら

ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
受
給
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
内
容
は
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
、

18
歳
以
上
の
障
害
者
は
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
、
補
装
具
給
付

事
業
お
よ
び
地
域
生
活
支
援
事
業
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
18
歳
未
満
の
障
害

児
に
つ
い
て
は
障
害
者
が
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
障
害
児
通
所

支
援
と
障
害
児
入
所
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

働く応援フェスタ!
～障害者雇用促進講演会&パネルディスカッション～
　市では白井市地域自立支援協
議会との共催で、身近な地域で
障害者の雇用や就労が促進され
るよう、障害者を雇用している
企業や福祉サービス事業者から
実際の事例を学ぶことができる
講演会とパネルディスカッショ
ンを開催します。
日時　21日㈭　午後1時30分～
4時
場所　文化会館中ホール
内容　基調講演「障害者雇用関
連施策について」（講師　船橋
公共職業安定所　窪田規子統括
職業指導官）、パネルディスカッション「障害者の就労」（パネリスト　船橋
公共職業安定所　窪田規子さん、佐倉市総務部総務課　根本一也さん、サン
レイ工機株式会社　津覇浩一さん、よつば就労センター　野口美智子さん、
有限会社かつらぎ　磯田直美さん、伊澤市長　コーディネーター　相談支援
事業所「座ぐり」　花島俊幸さん、白井市障害者就労支援員　鶴巻和男さん）
対象　障害者とその家族、障害者を支援する機関・行政機関・民間企業に勤
務する人、障害者雇用について関心のある人　100人（先着順）
■問　社会福祉課障害福祉班☎（497）3483

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業

（
臨
床
調
査
研
究
分
野
）
の
対
象
疾

患
（
1
3
0
疾
患
）
お
よ
び
関
節
リ

ウ
マ
チ
に
よ
る
障
害
が
あ
る
人

申
・
問

　
対
象
と
な
る
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明
書

（
診
断
書
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
な
ど
）
を
持
参
し
、
直
接
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
班
☎
（
4
9
7
）
3

4
8
3
へ

平
成
25
年
度
白
井
市
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　
心
身
障
害
者
や
要
援
護
高
齢
者
が
、

社
会
参
加
な
ど
で
市
の
指
定
し
た
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
市
で
は

乗
車
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め

に
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
券
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

各
担
当
部
署
で
直
接
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
24
年
度
に
交
付
し
た
タ
ク
シ

ー
券
（
青
色
・
薄
桃
色
）
は
、
4
月

以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

交
付
期
間

　
平
成
25
年
3
月
25
日
㈪

〜
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

●
視
覚
障
害
・
下
肢
障
害
・
体
幹
障

害
3
級
以
上

●
療
育
手
帳
Ⓐ
か
ら
A
の
2

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

●
要
介
護
2
〜
5

持
ち
物

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

手
帳
か
介
護
保
険
者
証

問
　
障
害
者
　
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3

　
要

援
護
高
齢
者

　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢

者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

国民健康保険被保険者証が
切り替わります

　70から74歳までの
国民健康保険（国保）
被保険者が医療機関
の窓口で支払う自己
負担額の割合が平成
26年3月31日まで「1
割」に据え置かれた
ことに伴い、該当者
は国保被保険者証の
切り替えが必要になります。
　4月1日㈪から使用できる新しい被保険者証は3月16日
㈯から22日㈮までの間に簡易書留で郵送するので、有効
期限が切れた後の古い国保被保険者証は保険年金課また
は各センターに返却するか、各自で裁断してください。
対象　70から74歳までの国保被保険者で、現在持って
いる国保被保険者証の右下の「一部負担割合」が「1割」
と記載されている人
◆健康保険の加入・脱退
　今まで加入していた健康保険を脱退するときは、14日
以内に加入・脱退の手続きが必要になります。また加入
者の住所・氏名・世帯主などが変わった場合も手続きが
必要になります。
■問　保険年金課保険年金班　内線3174・5

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査
結
果

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
2
月
12
日
か
ら
22

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
市
実
施
分
　
カ
ブ
、
レ

タ
ス
、
ミ
ズ
ナ
、
イ
チ
ゴ
、
ア
カ
ネ

ギ
、
ハ
ク
サ
イ
　
県
実
施
分
　
ナ
ツ

ミ
カ
ン

　
県
が
実
施
し
た
ナ
ツ
ミ
カ
ン
か
ら

37
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
の
放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
数
値
は
一

般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準
値
で

あ
る
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
以
下

で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
品
目
は
全
て
「
検
出

せ
ず
」
で
し
た
。

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23
ベ

ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定
下

限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密
度

な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

豊
か
な
老
後
の
生
活
の

た
め
に
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
は
、
60
歳
未
満
の
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
人
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
や

家
族
従
事
者
も
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
、
い
つ
で
も
脱
退
で
き
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
自
ら
積
み
立
て
る

方
式
な
の
で
、
保
険
料
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険

料
は
月
額
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円

ま
で
の
間
で
千
円
単
位
で
選
択
で
き
、

農
業
経
営
の
状
況
や
老
後
の
設
計
に

応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
　
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
内
線

3
2
6
1
、
J
A
西
印
旛
中
央
支
店

☎
0
4
7
6
（
4
8
）
2
2
1
0

公
共
下
水
道
事
業
計
画

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
「
白
井
市
印
旛
沼
流
域
関

連
公
共
下
水
道
」
事
業
計
画
を
変
更

す
る
こ
と
に
伴
い
、
案
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人

は
、
縦
覧
期
間
終
了
日
ま
で
に
意
見

書
を
市
に
郵
送
か
直
接
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
3
月
18
日
㈪
〜
4
月
1

日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

縦
覧
場
所
　
上
下
水
道
課

問
　
上
下
水
道
課
計
画
建
設
班
　
内

線
3
4
5
3

国保被保険者証（イメージ）
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

片頭痛
豊田脳神経外科　豊田成

　頭痛は、誰もが経験するありふれた症状で
す。しかし中にはくも膜下出血や脳腫瘍など、
緊急性の高い重篤なものもあります。誰もが
経験する頭痛の中に「慢性反復性頭痛」とい
うものがあります。15歳以上の全人口の8㌫
くらいが経験していると言われ、日本人の人
口を1億とすると、840万人くらいの人は過去
1年間に一度は経験していることになります。
主な原因は片頭痛の発作で、男女比は1対4と
女性に多く見られます。日常生活の支障度か
らみると、発作時に寝込む人が4㌫、時々寝
込む人が30㌫、寝込むことはないが生活に影響のある人は40㌫に
ものぼります。
　片頭痛は一つの病気であり、治療を要するものの社会的認識が
低いため「頭痛もち」と自分に言い聞かせてあきらめているか市
販の鎮痛剤を乱用している人が少なくありません。そんなときは
一度病院で受診し、二次性の頭痛ではないことを確認して治療し
てください。現在の治療の主流は、トリプタン系薬剤を服用する
ことです。しかし服薬のタイミングやそのほかの薬剤との併用の
可否を確認することも大事なことなので、ぜひ一度かかりつけ医
に相談してみてください。また自己治療で市販の鎮痛剤の乱用に
よる依存性頭痛にならないよう、注意してください。

豊田脳神経外科　根76　☎（491）0221

私のまちのかかりつけ医

　「私のまちのかかりつけ医」の連載は、今回が最終回です。
　この連載を切っ掛けに、健康のことについて何でも相談で
きる身近な「かかりつけ医」を探してみてはいかがでしょうか。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
柏
レ

イ
ソ
ル
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
市
の
福
祉
事
業
の
向
上
に
役
立
て

る
目
的
で
、
柏
レ
イ
ソ
ル
選
手
会
か

ら
「
柏
レ
イ
ソ
ル
対
大
分
ト
リ
ニ
ー

タ
戦
」
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が
寄
贈
さ

れ
た
の
で
、
観
戦
を
希
望
す
る
家
庭

を
募
集
し
ま
す
。

試
合
日
時
　
30
日
㈯
　
午
後
3
時
〜

開
催
場
所
　
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場

（
柏
市
）

対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

に
属
す
る
子
と
そ
の
保
護
者
　
12
人

（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
電
話
で
児
童
家
庭
課
児
童

家
庭
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

子
ど
も
が
急
に
病
気
に

な
っ
た
ら

◆
夜
間
の
小
児
救
急
診
療

　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診
療
所

で
は
、
夜
間
や
休
日
な
ど
に
小
児
救

特別講演会「脳を知り認知症を予防する」
　認知症は、誰もがかかる可能性のある病気です。
国の統計によると、国内では昨年の9月の時点で全
国に305万人、85歳以上の4人に1人にその症状があ
るということでした。
　市ではNPO法人白井市ボランティア連絡協議会と
共催で、認知症に関する講演会を開催します。
日時　4月27日㈯　午後1時30分～（開場　午後1時）
場所　文化会館中ホール
対象　100人（申し込み順）
講師　東北大学加齢医学研究所　川島隆太教授
■申　4月10日㈬（必着）までにはがきかファクスに住所・氏名・電話番号
を記入するか直接高齢者福祉課高齢者支援班 （492）3033へ
■問　高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484、NPO法人白井市ボランティ
ア連絡協議会　佐藤☎（491）5625

急
診
療
を
行
い
ま
す
。 

日
時
　
月
〜
土
曜
日
　
午
後
7
時
〜

午
前
6
時
　
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
45
分
、

午
後
7
時
〜
午
前
6
時

場
所
　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診

療
所
（
佐
倉
市
）

対
象
　
印
旛
郡
市
内
在
住
15
歳
以
下

問
　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診
療

所
☎
0
4
3
（
4
8
5
）
3
3
5
5

◆
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談

　
休
日
や
夜
間
に
、
急
に
子
ど
も
の

具
合
が
悪
く
な
っ
た
た
め
に
判
断
に

迷
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

　
担
当
の
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
ま

す
が
、
必
要
な
場
合
は
小
児
科
医
に

電
話
を
転
送
し
ま
す
。 

受
付
時
間

　
午
後
7
時
〜
10
時

プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
・
携
帯

電
話
か
ら

　
☎
局
番
な
し
の
♯
8
0

0
0

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定
電
話
、

♯
8
0
0
0
を
利
用
で
き
な
い
人

☎
0
4
3
（
2
4
2
）
9
9
3
9

市民大学校の魅力
　市民大学校は、受講生同士が自然に打ち解けながらさまざまなことを学ぶことができる「交流参加型」で運営
しています。
　市民大学校には健康的な生活や健康づくり活動の実践を目指す「健康生活学部」、生きがいづくりと主体的な
学習の実践を目指す「シニア学部」、白井の魅力を発見し地域に根ざし充実した生活の実践を目指す「しろい発
見学部」の3つのコースがあり、その中から1つを選択することができます。
　講座の内容は多彩なテーマで構成し、受講生が主役になれるものを選定しています。講師も大学教員や市民の
皆さん、市職員などバラエティ豊かな人を選んでいます。

人気のあった講座を紹介します
　市民大学校では、平成24年度もさまざまなテーマで講座を行いました。ここでは、受講生に人気のあった講座
をいくつか紹介します。
○健康生活学部「笑顔で楽しく健康づくり ～体に効く運動でいい汗かこう～」
　「脳トレ体操」で笑いながら頭と筋肉をほぐすことで、体も心もすっきり爽快な気分を味わうことができた講座です。明るくユーモアにあふれた
講師も、魅力のひとつでした。
○シニア学部「JRA競馬学校を訪ねて」
　市内にあるJRA競馬学校は、競馬の騎手を育成するために設立された全国で唯一の施設です。講座では馬に関する講話を聞いたり普段見ること
のできない騎手訓練を行う走路、厩

きゅうしゃ

舎、寮などの施設見学を行ったりしました。中でも圧巻だったのは、騎手訓練生による模擬レースでした。
○しろい発見学部「白井の歴史・文化を探訪」
　市内に息づく歴史や文化を歩いて巡った講座です。皆さんにあまり知られていない自然・歴史・文化が魅力いっぱいのコースを散策し、ふるさ
とガイドの会による神社仏閣や石像などの解説を聞きながら「ふるさと白井」を実感できる講座でした。

生き生きと地域で活動する卒業生
　市民大学校でいろいろなことを学び、晴れて卒業を迎えた受講生はその後も仲間とともに交流の輪を広げ、さまざまな分野で活動しています。
また地域に溶け込みながら、ボランティア活動や市民活動などで「まちづくりへの参画」を進めている人もいます。
　平成22・23年度に卒業した受講生に行ったアンケートでは「知り合いや友人が増えた（全体の89㌫、以下同じ）」「地域で新たに活動を始めた（60
㌫）」「地域での生活を楽しめるようになった（50㌫）」など、多くの受講生が卒業後に充実した地域生活を過ごしていることがわかりました。
　市では、平成25年度の白井市民大学校を6月上旬から開講するに当たり、入学生を4月中旬から募集する予定です。市民大学校に関する疑問点な
どについては相談を随時受けているので、気軽に問い合わせください。皆さんも市民大学校で生き生き学び、楽しく交流してみませんか。
■問　生涯学習課社会教育班　内線3432

「笑顔で楽しく健康づくり」の講座風景

　白井市民大学校は心身ともに健康的で、人とのつながりのある充実した地域生活を支援するため、平成17年度に開校しまし
た。開校以来、延べ600人の受講生が「学び」と「交流」を深め、卒業後には地域で交流と活動の輪を広げています。

白井市民大学校 ～つなぐ、広がる学びと交流の輪～



公  

若
者
自
立
支
援
懇
談
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
現
在
就
労
し

て
い
な
い
人
や
引
き
こ
も
り
の
若
者
、

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
個
別
で
対

応
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈭
　
午
後
2
時
〜
6
時

対
象
　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か

そ
の
保
護
者

申
　
18
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

　
初
心
者
で
も
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

え
ま
す
。

日
時
　
4
月
6
日
・
5
月
11
日
（
各

土
曜
日
）　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
各
開
催
の
前
日
ま
で
に
電
話
か

直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

駅   The History of Kamakura
～武家政権の幕開けを考える～
　鎌倉幕府成立の過程を追いながら武家政権の意味
と役割を考えていく、年間登録制の講座を開催します。
日程・内容　下表のとおり（全5回）
時間　午前10時～正午
対象　一般　20人（申し込み順）
講師　生涯学習総合研究所「楽学塾」　棚井行隆さん
持ち物　筆記用具
参加費　500円（資料代）
■申・■問　4月10日㈬までに電話か直接白井駅前セン
ターへ

日程表
日程 内容

4月16日㈫
「平清盛政権と東国武士」

～源頼朝挙兵以前～

5月21日㈫
「頼朝にかけた東国武士」

～鎌倉殿の誕生～

6月18日㈫
「頼朝と義経」

～奥州藤原氏への執念～

7月16日㈫
「征夷大将軍頼朝」

～小さな首都・鎌倉～

9月17日㈫
「尼将軍・政子と大江広元」

～鎌倉幕府を創った人々～

明
治
・
昭
和
の
大
合
併

　
江
戸
時
代
ま
で
の
白
井
は
、
多

く
の
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
も
残
る
法
目
、
中
木
戸
な
ど
の

呼
び
名
は
こ
の
頃
の
村
名
に
由
来

し
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
以
降
は

そ
の
様
相
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
ず
明
治
4
年
（
1
8
7
1
）

に
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
る
と
、
戸

籍
管
理
の
た
め
に
地
区
ご
と
に
戸

長
が
置
か
れ
、
翌
年
に
経
費
節
減

の
た
め
太だ

じ
ょ
う
か
ん
ふ
こ
く

政
官
布
告
に
よ
り
村
々

の
合
併
が
促
さ
れ
ま
し
た
。
白
井

で
は
明
治
7
年
に
各
村
が
合
併
し
、

根
村
（
白
井
木
戸
・
中
木
戸
・
七

次
な
ど
）   

、
復
村
（
長
殿
・
法
目
・

富
ヶ
谷
・
富
ヶ
沢
）   

、
木
村
（
所

沢
・
野
口
）、
中
村
（
中
村
新
田
）、

が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
の
大
字
は
、

こ
の
村
名
に
由
来
し
ま
す
。
合
併

の
背
景
に
は
、
学
制
に
基
づ
き
学

校
を
設
置
す
る
た
め
、
財
政
力
を

高
め
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
次
に
大
き
く
白
井
が
変
わ
る
の

は
、
明
治
22
年
（
1
8
8
8
）
の

明
治
の
大
合
併
の
時
で
す
。
明
治

21
年
に
中
央
集
権
的
な
地
方
自
治

体
制
を
整
備
し
よ
う
と
帝
国
議
会

開
設
に
向
け
て
内
務
省
か
ら
町
村

合
併
に
関
す
る
訓
令
が
出
さ
れ
、

9
月
に
は
千
葉
県
か
ら
合
併
案
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け

て
明
治
22
年
3
月
31
日
付
け
で
県

下
一
斉
に
町
村
合
併
が
実
施
さ
れ
、

4
月
1
日
か
ら
町
村
制
に
移
行
し

ま
し
た
。
白
井
で
は
平
塚
村
が
現

印
西
市
の
浦
部
・
白
幡
な
ど
と
合

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

併
し
永
治
村
に
、
谷
田
・
清
戸
・

十
余
一
村
は
谷
清
村
に
、
そ
の
他

の
各
村
は
白
井
村
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
正
2
年
（
1
9
1
3
）

に
は
谷
清
村
が
永
治
村
と
合
併
し
、

白
井
市
域
に
は
2
村
が
存
在
す
る

形
と
な
り
ま
す
。

　
戦
後
、
G
H
Q
（
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
総
司
令
部
）
は
戦
時
下

体
制
を
改
め
る
た
め
地
方
分
権
を

推
進
し
、
昭
和
24
年
（
1
9
4
9
）

の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
で
は
地
方
自
治

体
の
権
限
、
財
源
の
強
化
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
町

村
合
併
が
推
進
さ
れ
、
昭
和
28
年

（
1
9
5
3
）
の
町
村
合
併
促
進

法
で
は
施
行
後
3
年
以
内
に
合
併

す
る
場
合
の
地
方
債
発
行
の
特
例

や
国
に
よ
る
財
政
支
援
な
ど
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
合

併
は
、
昭
和
の
大
合
併
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
白
井
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
合
併
案
が
検
討
さ
れ
、
学
校
問

題
も
絡
ん
で
昭
和
29
年
（
1
9
5

4
）
に
永
治
村
が
分
村
し
、
東
側

が
大
森
町
と
合
併
し
て
印
西
町
と

な
り
、
西
側
の
平
塚
・
十
余
一
・

谷
田
・
清
戸
が
白
井
村
と
合
併
し

て
現
在
の
よ
う
な
市
域
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

西白井複合センター・桜台センターの
指定管理者が決まりました

　西白井複合センターおよび桜台センターの指定管理期間の満了に
伴い、次のとおり平成25年4月1日から平成28年3月31日までの3年間
施設を管理・運営する指定管理者を決定しました。
【西白井複合センター】
特定非営利活動法人ワーカーズコープ　（継続）
【桜台センター】
合同会社　しろい光

こうむてん

夢辿　（新規）
■問　生涯学習課社会教育班　内線3431

4月からの桜台センター施設使用料

名称
午後5時
まで

午後5時
以降

名称
午後5時
まで

午後5時
以降

研修室
200円
（230円）

300円
（330円）

視聴覚室
600円
（630円）

700円
（730円）

作法室
200円
（230円）

300円
（330円） レクリエ

ーション
ホール

600円
（630円）

700円
（730円）

調理室
460円
（470円）

560円
（570円）

※かっこ内は現行料金になります。

　桜台センターの指定管理者変更に伴い、4月1日から施設使
用料が下記のとおり変更になります。

社
会
教
育
関
係
団
体
の

認
定
方
法
が
変
更
に
な

り
ま
す

　
社
会
教
育
関
係
団
体
は
、
地
域
社

会
を
円
滑
に
し
て
い
く
地
域
活
動
や

家
庭
教
育
な
ど
を
支
援
す
る
活
動
、

青
少
年
を
対
象
と
し
た
支
援
活
動
や

地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
社
会
教
育
活
動
を
行
う

市
が
認
定
し
た
団
体
で
す
。

　
市
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
社
会
教

育
関
係
団
体
の
認
定
方
法
を
変
更
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
変
更
に
当
た

っ
て
の
説
明
会
を
開
催
す
る
の
で
、

引
き
続
き
認
定
を
希
望
す
る
団
体
お

よ
び
新
規
に
認
定
を
希
望
す
る
団
体

は
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
度
分
の
申
請
期
間
は
4

月
1
日
㈪
か
ら
25
日
㈭
ま
で
で
す

日
時

　
3
月
25
日
㈪

　
午
後
4
時
〜

5
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
認
定
を
希
望
す
る
団
体
で
説
明
会

に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
必
ず
生

涯
学
習
課
ま
た
は
利
用
し
て
い
る
セ

ン
タ
ー
で
説
明
を
受
け
て
か
ら
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
2

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
4
月
28
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

午
後
6
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
3
月
25
日
㈪
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

弓
道
教
室
参
加
者
募
集

　
高
校
生
以
上
の
初
心
者
を
対
象
に

し
た
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
6
日
か
ら
5
月
25
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
8
回
）　
午

後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所
　
白
井
中
学
校

対
象
　
市
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
者

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
保
険
料

な
ど
）

申
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

経
験
の
有
無
を
記
入
の
上
、
3
月
25

日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内

線
3
4
3
5
へ

問
　
白
井
弓
友
会

　
遠
藤
☎
（
4
9

1
）
9
9
4
0

白井の地域呼称図

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

プラネタリウム館
「星空ライブコンサート」

　臼井リコーダーアンサンブルの5人
によるリコーダーの生演奏と星空の解
説があるコンサートです。
　リコーダーの音色を聴きながらプラ
ネタリウムでリラックスしてみません
か。リコーダーを持参すると一緒に合
奏することもできます。
日時　24日㈰　午後1時30分～ 2時20分
定員　一般　86人（先着順）
チケット代　300円
※当日の午後0時30分から窓口で販売します。
■問　プラネタリウム館☎（492）1125
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　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
児
童
合
唱
の
「
白
井
少
年
少
女
合

唱
団
」  

混
声
合
唱
の「
M
．I
．N
．」

女
声
合
唱
の「
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
ブ
」

男
声
合
唱
の
「
お
や
じ
っ
て
ブ
ラ
ボ

ー
合
唱
団
」
の
編
成
の
異
な
る
4
つ

の
合
唱
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
16
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　  

場
所
　
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
佐
藤
☎
（
4
9
2
）
3
1
3
0

◆
白
井
写
友
会
春
季
写
真
展

　
撮
影
会
や
会
員
が
日
頃
撮
影
し
た

作
品
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
3
月
21
日
㈭
〜
31
日

㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
4
月
2
日
㈫
〜
10
日
㈬
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
4
月
11
日
㈭
〜

19
日
㈮
・
西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、

4
月
20
日
㈯
〜
28
日
㈰
・
白
井
駅
コ

ン
コ
ー
ス

※
3
月
21
日
㈭
は
午
後
0
時
30
分
か

ら
展
示
し
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
す
。

問
　
高
橋
☎
（
4
9
2
）
4
0
5
8

◆
英
会
話
無
料
体
験

①
プ
リ
キ
ッ
ズ
A
B
C
親
子
英
語
無

料
体
験

　
英
語
で
歌
を
楽
し
く
歌
っ
た
り
カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

英
語
に
興
味
の
あ
る
親
子
は
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
　
22
日
㈮
　
午
前
10
時

〜
10
時
50
分
・
桜
台
セ
ン
タ
ー
、
27

日
㈬
　
午
後
1
時
〜
1
時
50
分
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
1
〜

3
歳

②
50
代
か
ら
の
英
会
話
無
料
体
験

　
4
月
か
ら
英
会
話
の
新
し
い
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
る
に
当
た
り
、
英

会
話
に
興
味
が
あ
る
50
歳
以
上
の
人

を
対
象
と
し
た
無
料
体
験
会
を
開
催

し
ま
す
。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

日
時
　
平
成
25
年
4
月
7
日
㈰
か
ら

平
成
26
年
3
月
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

午
前
7
時
30
分
〜
11
時
　
場
所
　
七

次
第
一
公
園
　
対
象
　
市
内
在
住
の

小
学
3
〜
6
年
生
　
年
会
費
　
4
、

0
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

②
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加

者
募
集

日
時
　
平
成
25
年
4
月
6
日
㈯
か
ら

平
成
26
年
3
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

午
前
9
時
〜
11
時

　
場
所

　
七
次
第

一
公
園

　
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤

者
　
年
会
費

　
4
、
0
0
0
円

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
は
別
に
掛
か
り

ま
す
。

申
　
①
・
②
と
も
年
会
費
持
参
の
上
、

直
接
会
場
へ

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
　
①
は
石
﨑
☎
（
4
9
1
）
5
2

3
6
、
②
は
岩
谷
☎
（
4
9
1
）
5

9
8
4

◆
親
子
で
楽
し
む
音
楽
サ
ー
ク
ル

「
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
」
参
加
親
子
募

集　
手
遊
び
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
動
く

リ
ト
ミ
ッ
ク
で
親
子
一
緒
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
無
料
体

験
も
で
き
ま
す
。

日
程
　
第
1
・
3
火
曜
日
ま
た
は
第

2
・
4
木
曜
日

　
時
間
・
対
象

　
午

前
10
時
20
分
〜
・
平
成
23
年
4
月
か

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

日
時

　
27
日
㈬

　
午
後
2
時
〜
3
時

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
森
☎
0
9
0
（
4
3
6
4
）
3

9
3
5

◆
親
子
で
楽
し
く
リ
ト
ミ
ッ
ク
無
料

体
験

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
を
す
る
こ
と
で
豊
か
な
感
性
や
集

中
力
、
強
調
性
を
養
い
、
リ
ズ
ム
感

や
音
感
も
育
ん
で
い
く
リ
ト
ミ
ッ
ク

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
22
日
㈮
・
29
日
㈮
　
場
所

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
1
歳

6
カ
月
〜
2
歳
、
2
〜
3
歳

※
開
催
時
間
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ

ク
　
増
田
☎
（
4
9
1
）
8
2
4
1

へ◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験

　
4
月
か
ら
新
た
に
活
動
す
る
フ
ラ

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
カ
ウ
ラ
レ
イ
・

フ
ラ
チ
ー
ム
・
キ
エ
レ
」
で
は
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
無
料
体
験
を
行
う
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

日
時
　
26
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー問
　
望
月
☎
（
4
9
2
）
2
1
2
2

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生
管
理
者

な
ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
30
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
春
季
市
民
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
時
　
5
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰
（
予

備
日
　
26
日
㈰
）　  

場
所
　
白
井
運

動
公
園
ほ
か

　
対
象
　
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
お
よ
び
テ
ニ
ス
連
盟

登
録
者

　
種
目

　
一
般
ダ
ブ
ル
ス

（
男
女
別
、
高
校
生
含
む
）  

、
男
子

駅  
母
親
く
ら
ぶ

　
牛
乳
パ
ッ
ク
で
「
元
気
っ
子
小
物

入
れ
」
を
作
っ
た
り
「
こ
ど
も
の
日

の
ラ
ン
チ
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
4
月
10
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
6
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

ら
平
成
24
年
3
月
に
生
ま
れ
た
子
と

そ
の
保
護
者
、
午
前
11
時
10
分
〜
・

平
成
22
年
4
月
か
ら
平
成
23
年
3
月

に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者
　
場

所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー

問
　
柏
崎
☎
0
9
0
（
1
6
6
0
）

1
0
3
4

◆
お
茶
の
間
経
済
学
受
講
生
募
集

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
有
志

で
立
ち
上
げ
た
お
茶
の
間
経
済
学
で

は
新
た
に
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
　
吉
田
☎
（
4
9
1
）
1
3
4
3

◆
「
し
ろ
い
桜
ま
つ
り
」
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
市
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
で
は
、

4
月
6
日
㈯
（
雨
天
の
場
合
は
7
日

㈰
に
延
期
）
に
市
役
所
駐
車
場
で
開

催
す
る
「
し
ろ
い
桜
ま
つ
り
」
の
会

場
内
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店

す
る
参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

食
品
類
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
30
区

画
（
申
し
込
み
順
）　  

出
店
料
　
1
、

0
0
0
円

申
・
問

　
3
月
29
日
㈮
ま
で
に
所
定

の
用
紙
（
市
商
工
会
事
務
所
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
で
直
接
市
商
工

会
☎
（
4
9
2
）
0
7
2
1

◆
N
T
ス
キ
ー
教
室
生
徒
募
集

　
N
T
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
銅

メ
ダ
リ
ス
ト
の
指
導
で
楽
し
く
ス
キ

ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
3
泊
4
日

の
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
ウ
エ
ア
や
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
レ
ン
タ
ル
を
希
望
す
る
場
合
は

申
し
込
み
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間

　
27
日
㈬
〜
30
日
㈯
　
場
所
　

八
千
穂
高
原
ス
キ
ー
場
（
長
野
県
）

参
加
費

　
2
4
、0
0
0
円（
宿
泊
費
）

リ
フ
ト
代

　
2
、
0
0
0
円

※
リ
フ
ト
代
は
先
着
10
人
ま
で
無
料
、

ウ
エ
ア
の
レ
ン
タ
ル
料
金
は
無
料
、

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ

ル
料
金
は
半
額
で
す
。

申
・
問

　
電
話
で
N
T
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
代
表
　
奥
崎
☎
（
4
9
1
）
8
5

8
2
へ

◆
経
営
力
強
化
保
証
制
度
を
活
用
し

ま
せ
ん
か

　
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
で
は
経
営

力
強
化
保
証
制
度
を
創
設
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
者
が
金

融
機
関
や
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機

関
と
連
携
し
て
、
中
小
企
業
者
の
事

業
計
画
の
策
定
支
援
や
継
続
的
な
経

営
支
援
を
行
い
、
中
小
企
業
者
の
経

営
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
千
葉

県
信
用
保
証
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
を
す
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
　
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
☎
0
4

3
（
2
2
1
）
8
1
1
3

◆
中
小
企
業
の
事
業
主
、
住
宅
ロ
ー

ン
借
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
で
は
、

金
融
機
関
（
銀
行
や
信
用
金
庫
、
信

用
組
合
な
ど
）
は
中
小
企
業
の
事
業

主
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
手
の
申
し

込
み
に
対
し
て
で
き
る
限
り
貸
付
条

件
の
変
更
な
ど
を
行
う
よ
う
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
平
成
25
年
3
月
末
に

失
効
し
ま
す
が
、
金
融
機
関
が
貸
し

付
け
条
件
の
変
更
や
円
滑
な
資
金
供

給
に
努
め
る
べ
き
と
い
う
内
容
に
つ

い
て
は
、
失
効
後
も
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
　
金
融
庁
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
相
談
室
☎
0
5
7
0
―
0
1
6
8

1
1
（
平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
5

時
） 

、
関
東
財
務
局
千
葉
財
務
事
務

所
理
財
課
☎
0
4
3
（
2
5
1
）
7

2
1
4
（
平
日

　
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
（
55
歳
以
上
）  

、

女
子
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
（
50
歳
以
上
）

参
加
費
（
1
組
当
た
り
）　  

一
般
2
、

5
0
0
円
、
連
盟
会
員
2
、
0
0
0

円申
　
3
月
23
日
㈯
か
ら
4
月
6
日
㈯

午
後
2
時
ま
で
に
直
接
ウ
エ
ス
ト
グ

リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
か
白

井
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
河
畠
☎
（
4
4
2
）
6
7
8
0

コ  撮影会「今井の桜と大和撫子」
　写真撮影を楽しみたいカメラマン
と和装好きなモデルを募集します。
「桜」「ひと」「光」「風」など一瞬の
出会いを切り取ってみませんか。
　撮影した写真は、後日「今井の桜
保全プロジェクト」の一環として、
写真展を開催します。
日時　30日㈯（予備日　31日㈰）　午後1時～4時
※現場にはバスで移動しますので、午後0時45分に白井コミュニティ
センターに集合してください。
対象　カメラマン　カメラ・デジカメを持っている人　5人
　　　モデル　撮影会当日に着物を着てくることが可能な人　3人
※カメラマン、モデルとも市内一般の人で申し込み順になります。
■申・■問　15日㈮　午前９時から25日㈪までに電話、Eメールか直接
白井コミュニティセンター・{ mail@shiroi-com10.comへ

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

大
人
の
ぬ
り
絵
講
習

　
24
色
の
色
鉛
筆
を
使
っ
て
、
色
彩

豊
か
な
ぬ
り
絵
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
色
鉛
筆
の
使
い
方
や
塗
り
方
の
基

礎
か
ら
始
め
ま
す
。

日
時
　
4
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
ね
60

歳
以
上
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
3
月
27
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

今井の桜をバックに撮影しませんか

元気っ子小物入れ

2013.3.157
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の
建
設
費
を
回
収
す
る
た
め
に
運

賃
値
上
げ
が
3
回
も
行
わ
れ
、
利

用
者
に
負
担
を
強
い
る
運
賃
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
北
実

会
で
は
高
運
賃
に
苦
し
む
沿
線
住

民
の
声
を
鉄
道
会
社
や
国
・
県
に

届
け
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
2
回

に
わ
た
り
署
名
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
1
回
目
は
平
成
12
年
に
6
4
、

0
0
0
筆
の
署
名
を
添
え
て
関
係

省
庁
に
届
け
ま
し
た
。
2
回
目
は

平
成
20
年
に
成
田
空
港
線
の
開
通

に
合
わ
せ
、
大
幅
な
運
賃
値
下
げ

の
期
待
を
込
め
て
1
0
7
、0
0
0

筆
も
の
署
名
を
国
土
交
通
大
臣
へ

届
け
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
お
よ
び
沿

線
6
市
並
び
に
鉄
道
事
業
者
間
で

合
意
書
が
交
わ
さ
れ
、
平
成
22
年

7
月
か
ら
は
普
通
運
賃
で
約
4
・

9
パ
ー
セ
ン
ト
、
通
学
定
期
運
賃

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

青
空
に
満
開
の
梅
香
り
た
つ

浅
き
春
毛
布
片
手
に
テ
レ
ビ
見
る

朝
日
受
け
手
足
振
り
振
り
冬
歩
く

五
弁
や
群
生
割
拠
の
野
水
仙

う
す
井
川
流
れ
細
り
て
冬
深
む

お
日
様
が
勿
体
な
く
て
毛
糸
編
む

合
掌
の
民
家
の
庭
の
蕗
の
た
う

如
月
の
托
鉢
僧
の
薄
着
か
な

木
の
剪
定
梅
の
蕾
み
に
追
わ
れ
お
り

木
の
芽
和
良
く
ぞ
日
本
に
生
ま
れ
け
る

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
燻
ら
せ
寒
椿

今
年
こ
そ
し
ず
か
な
春
を
待
っ
て
る
ぞ

下
萌
の
狭
庭
こ
こ
に
も
小
宇
宙

四
方
よ
り
薄
日
集
め
て
寒
桜

新
入
り
の
白
鳥
の
輪
に
遠
慮
が
ち

そ
れ
ぞ
れ
に
芽
の
そ
ろ
い
立
つ
梨
畑

辻
神
の
注
連
は
ず
さ
れ
て
寒
明
け
る

人
間
魚
雷
隠
せ
し
洞
や
春
の
潮

の
ど
け
し
や
自
分
を
創
る
俳
句
会

陽
だ
ま
り
に
水
仙
の
香
の
あ
り
に
け
り

鰭
酒
に
秘
密
を
漏
ら
す
夕
べ
か
な

降
り
止
ま
ぬ
雨
に
息
づ
く
弥
生
か
な

房
総
の
野
に
満
つ
水
仙
香
り
雪

俎
に
生
き
海
老
撥
ね
て
春
一
番

桃
咲
い
て
八
十
二
度
の
誕
生
日

山
の
で
ゆ
光
る
五
尺
の
軒
氷
柱

夕
暮
れ
の
静
寂
に
白
き
花
八
手

夕
陽
射
す
母
校
の
庭
に
残
り
雪

雪
か
き
や
幼
き
頃
を
想
ひ
出
す

立
春
や
娘
の
合
格
を
祈
り
た
る

明
け
て
ゆ
く
西
の
空
に
は
淡
き
月

　
地
に
は
菜
の
花
さ
え
ず
る
小
鳥
　

淡
雪
の
ふ
り
く
る
朝
の
通
学
路

　
色
と
り
ど
り
の
雨
傘
は
づ
む

折
立
の
二
本
煙
突
春
霞

　
墨
絵
の
ご
と
く
雲
に
溶
け
入
る

か
け
る
児
に
凧
地
を
這
っ
て
付
い
て
ゆ
き

　
滑
空
あ
り
て
拍
手
わ
き
た
り

き
さ
ら
ぎ
の
空
に
ひ
び
き
し
も
の
の
音

　
は
る
か
梢
に
キ
ツ
ツ
キ
の
影

交
響
曲
第
九
を
聴
き
て
渋
谷
通
り

　
歩
け
ば
再
び
感
動
わ
き
く
る

小
春
日
の
中
進
み
行
く
子
の
姿か

げ

に

　
く
ず
れ
し
笑
み
で
渡
す
守お

ま
も
り

護
札

「
天
国
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
元
気
で
す
か
」

　
お
カ
ッ
パ
さ
ん
よ
り
ハ
ー
ト
の
絵
文
字
も

動
と
静
八
十
路
歩
み
て
春
分
の

　
米
寿
目
指
し
て
黙
々
と
生
き

遠
き
日
の
家
父
長
制
度
知
る
な
ら
む

　
変
は
ら
ず
煙
の
ぼ
る
囲
炉
裏
は

雪
が
降
る
利
休
ね
ず
み
の
色
を
し
た

　
遠
い
空
か
ら
思
い
出
連
れ
て

夢
に
見
る
探
し
求
め
し
我
が
庵

　
桜
咲
く
丘
鶯
の
宿

蝋
梅
は
紅
も
さ
さ
ず
に
耐
え
て
咲
く

　
雄
々
し
く
も
あ
り
哀
し
く
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

笹
塚
　
　
　
瀧
澤
佳
子

大
松

　
　
　
川
又
勝
彦

冨
士

　
　
　
染
谷
英
人

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

清
水
口
　
　
大
西
幸
江

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

清
水
口

　
　
望
月

　
璋

清
水
口
　
　
松
村
純
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

七
次
台
　
　
片
野
美
耶
子

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

堀
込
　
　
　
坂
本
や
す
子

冨
士

　
　
　
福
加
あ
け
み

南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

堀
込
　
　
　
山
川
純
子

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

根
　
　
　
　
野
村
た
へ
子

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

清
戸

　
　
　
宮
本
由
花
梨

根
　
　
　
　
石
井
真
由
美

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

清
水
口
　
　
柴
垣
正
徳

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

富
塚
　
　
　
大
出
葉
子

根
　
　
　
　
印
南
満
子

根
　
　
　
　
甲
斐
ミ
チ
子

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

堀
込

　
　
　
名
越
た
て
み

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

市
民
と
行
政
の
連
携
・

協
力
を
目
指
し
て

　「
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
を
実

現
す
る
会
」（
北
実
会
）
は
、
ほ

か
の
鉄
道
に
比
べ
て
異
常
に
高
い

北
総
線
の
運
賃
の
値
下
げ
に
向
け

て
市
民
の
立
場
か
ら
で
き
る
こ
と

を
始
め
よ
う
と
、
平
成
11
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
も
含
め
て
1
0

0
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
北
総
線
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
と
都
心
を
つ
な
ぐ
鉄
道
と
し
て

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
都
心
へ
直
通

す
る
新
鎌
ケ
谷
か
ら
京
成
高
砂
ま

で
の
2
期
線
が
開
通
し
た
こ
ろ
か

ら
急
激
に
経
済
が
悪
化
し
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
の
縮
小
や
停

滞
が
生
じ
た
こ
と
で
、
利
用
客
も

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
2
期

線
で
は
追
い
抜
き
駅
が
3
カ
所
も

あ
る
な
ど
、
高
規
格
に
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
建
設
費
が
高
騰
し
、
そ

し
入
れ
、
市
民
活
動
ま
つ
り
や
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
会
場
で
の
宣
伝
・

ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
そ
の
時
々
の
動
き
を
伝
え

る
チ
ラ
シ
を
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
域
全
域
へ
戸
別
配
布
し
、
沿
線

住
民
の
声
を
ま
と
め
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
の
広
報

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
現
在
の
状
況
報
告
会
や
市
民

大
学
O
B
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
な

ど
も
求
め
に
応
じ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
会
費
は
年
2
、
0
0
0
円
、
毎

月
第
4
土
曜
日
に
定
例
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局

間
嶋
☎
（
4
9
2
）
4
5
3
7 

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

で
は
約
25
パ
ー
セ
ン
ト
の
運
賃
値

下
げ
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
値

下
げ
が
合
意
さ
れ
て
い
る
の
は
平

成
26
年
度
ま
で
で
す
。
北
実
会
で

は
、
そ
の
後
を
見
据
え
て
一
層
の

値
下
げ
に
向
け
て
継
続
的
に
活
動

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
北
実
会
は
現
在
、
北
総
線
の
高

運
賃
是
正
の
た
め
の
研
究
を
行
い
、

北
総
線
沿
線
各
自
治
体
・
千
葉
県
・

国
土
交
通
省
・
消
費
者
庁
・
消
費

者
委
員
会
と
の
懇
談
・
要
請
、
北

総
鉄
道
や
京
成
電
鉄
な
ど
へ
の
申

　最近、受験生や小・中学生な
どの間で白井消防署の職員が
作った絵馬やしおりが話題に
なっているそうです。
　この絵馬やしおりは、白井消
防署の職員が、市民の皆さんに
防災意識を高めてもらおうと作
成したもので、絵馬のひもは消
防救助訓練などで使用した丈夫
なロープを利用しているため「切れない」「落ちない」「（縁を）結ぶ」
などの験をかついでおり、受験生などの間で人気になっています。
　またしおりは「絆」の大切さを市民に広く伝えようと、名刺サイズ
の色紙に「絆」の文字とともに四つ葉のクローバーを添えており、消
防署が実施する行事などで参加者に配布しています。
　四つ葉のクローバーには幸せが訪れると言われています。大勢の皆
さんに幸せが訪れると良いですね。

「絆」を深めて幸運の訪れを願い

人気の「絵馬」と「しおり」

　
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
を

　
　
　
　
　
実
現
す
る
会

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
④

　2月10日に中（小名内地区）で
「おびしゃ」が行われました。
　「おびしゃ」は弓を用いて農耕
の作柄を占うところが多いよう
ですが、ここ小名内地区では野
菜を使って鶴と亀をつくり、高
砂として崇めることで健康長寿
や家内安全、農作物の豊作など
を祈願するもので、この行事も

約100年前から行われているそうです。
　同じ「おびしゃ」という名称でもそれぞれ地域・地区によって祈願
の内容や供える物もさまざまで、小名内地区に隣接する富塚地区では
祈願する際に魚の「コイ」を使い、同じく隣接する柏市泉地区では餅
でカラフルな小鳥を作って祈願する「鳥おびしゃ」と呼ばれる行事
が行われています。また「おびしゃ」は年の初めに行れるものですが、
多くの地区では秋になるとお礼の神事（行事）を行うそうです。

鶴と亀を使った「おびしゃ」

松竹梅の盆栽にダイコンで作った「鶴」と
シイタケで作った「亀」を添えています

ふるさとまつりでの活動の様子

国土交通大臣に届けた 10 万 7千筆の署名


